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経営学会会則

第l条 本会は， 龍谷大学経営学会と 称し 事務所を龍谷大学内に置く。

第2条 本会は， 経営学を中心と する学術の研究促進と その普及を目的とする。

第 3条 本会は， 前条の目的を達成するため， 次の事業を行う。

(1) 研究会の開催 (2) 機関誌 その他の出版

(3)講演会の開催 (4) その他 本会が適当と 認める事業

第4条 本会は， 次の会員をもって 組織する。

(1) 普通会員 ① 龍谷大学経営学部の専任教員で， 本会の事業に関心を持つ者。 ここで専

任教員には特別任用教員を含む。

② 龍谷大学経営学部卒業生ならびに龍谷大学大学院経営学研究科課程修了

者のうち会員資格の継続を希望する者。

③ 学会評議員会の承認を得た者。

(2) 学生会員 龍谷大学経営学部学生ならびに大学院経営学研究科の学生。

(3)賛助会員 本会の主旨に賛成し その事業を賛助する者。

会員は， 本会の諸事業に参加し， 本会の出版物の配布を受けることができる。

第5条 本会に， 龍谷大学経営学部の専任教員の会員をもって 評議員とする評議員会を置く。

評議員会は， 年間活動の策定， 予決算の承認， 役員の選出， 会則の改正， その他， 本会の運

営に関する基本事項について 議決する。

第6条 本会の運営にかかわる日常業務には， 下記の役員によって 構成される学会運営委員会がこれ

にあ たる。

(1)会 長 l 名 (4)庶務 委 員 l 名

(2)副 会 長 l 名 (5)会 計委 員 l 名

(3)編集委員 若干名 (6)会計監査委員 l 名

第7条 役員は， すべて 評議員中より 互選し， その任期はl年と する。 ただし， 重任を妨げない。
第8条 本会の経費は， 会費， 事業収入， 寄付金， お よび龍谷大学からの助成金をもって これにあ て

る。 会費は， 普通会員， 賛助会員について は， 年額 5，000円 (別に入会金2，000円)， その他

の会員について は年額 3，000円 (別に入会金2，000円) とする。

付則 本会会則は， 平成4年4月l 日から施行する。

平成12年5月24日 第4条第5条第8条改正。

平成 16年5月26日 第4条改正。

平成 17年 3月2 3日 第4条改正。

平成22年6月 2日 第4条改正。

学 会 評 議 員 (ABC 順)

秋 庭 太 ①加 藤 正j告

j悠 木j問 司 木 下 微 弘

藤 岡 章 子 小長谷 大 介
oi賓 田 崇 嘉 鍬 塚 賢太郎

キ本 尚 毅 李 持" 任

細 川| 孝 松 永 敬 子
井 手 健 二 0西 川 浩 司

0岩 田 i告 。西 岡 久 充

梶)協 絡 二 野 間 圭 介

2020年5月現在

0坂 本 雅 則

鈴 木 学

寺 島 和 夫

O妻 木 進 吾
C梅 津 俊i告

①印は会長
。印は副会長
0正[Jは学会各委員
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2020年度 経営学会 評議員会
(2020年6月17日)

〈報告事項〉

1. 2019年度事業報告について

( 1) 学 術誌『龍谷 大学経営学論集 』

第59巻第1 . 2号(2020年3月31日発行)

H漏

第59巻第3・4号(2020年5月31日発行)

3編

(2)学生論集 第59号(2020年3月12日発行) 4編

(3) 学会通信第53号(2020年3月12日発行)

(4)公開講演会 開催 なし

(5)研究・教育懇談会

日 時 2019年12月11日 (水)

場 所 紫英館61渚会議室

報告者 Sean A. WHITE 

演 題 「アメリカ高 等 教育における先進的

なグローパル教育プログラムの実態

調査について」

(6)研究部会活動

簿記検定に関する調査研究会

代表 井手 健二

経営情報教育研究部会 代表 寺島 和夫
チーム・リーダーシップ研究部会

代表j貧困 崇嘉

多国籍企業の知的財産マネジメントと

グローパル ・シチズンに関する研究部会

代表 林 尚 毅

京都の産業と企業研究部会 代表 細川 孝
異文化ビジネスコミュニケーション研究会

(7)学生研究活動助成

代表 李 沫任

①第3回 大学 生CSVアイデアコンテスト(立教 大

学 7ハ3)

②第66回日本学 生経済ゼミナール大学プレゼンテ

ーション部門予選(関西 大学 10/27)

①第10 @:I西日本インカレ合同研究会(大阪経済 大

学 11/24)

(8) 学 術学会助成支出

日本比較経営学会 西日本部会

代表 林 尚 毅

日本経営学会 関西 部会 代表 細川 孝
(9) 学 会誌交換 239件

2 その他

新入生入 会費について

→ 2020年度評議員会において「経営学 会会則」

第 8条改正

(2019年6月5日開催の運営委員会で新入 生入

会金廃止の方向で承認)

(審議事項〉

l 評議員の異動について[資料11

2. 2019年度決算報告(案)について[資料21

3. 2019年度監査報告について[資料31

4. 2020年度会長選挙[資料l、 41

5. 2020年度運営委員(案)について

会 長 加藤正浩

副会長 西岡久充

編集 委員

庶務委員

坂本雅則( 委員長). 岩田 浩，

妻木進吾， 西岡久充， 西川浩司，

I賓回崇嘉

西岡久充

会計委員 漬田崇嘉

会計監査委員 梅浮俊浩

6. 2020年度事業計画(案)について

(1) 学会誌

第60巻第卜2号(発行予定)

第60巻第3・4号(発行予定)

(2)学生論集

第60巻(発行予定)

(3)学会通信

第54巻(発行予定)
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(4) 公開講演会(延期予定)

日 時 2020年6月9日 (火) 予定

講演者 公 認会計士・監査審査会会長

桜井 久勝氏

演 題 「経済社会を支える会言|と監査j

(5) 研究・教育懇談会

1�3回 (開催 予定)

(6) 研究部会助成[資料 5]

募集予定

(7) 学 術学会助成[資料 6]

募集予定

(8) 学生研究活動助成[資料 7]

→従来、 学生の研究活動については、 研究活動

の活発化を促進するために認めている。

( 助成対象)

① ゼミ連の研究活動(交通費・参 加賀)

→昨 年度については活動し ていない。 項目は

助成対象とし て残し ておく。

② 個別ゼミが参加する学 外研究大会参 加(交通

!flt・参 加資)

→今 年度は未定

(従来の申請および助成方式)

-研究部会活動助成、 学 術学会助成と同様に 、 年

度初めに助成希望者 が予算申請を行う(ゼミ速

の研究活動を含む)。

- 予算の枠内で、 あらかじめ補助額 (予定) を決

定する0

・助成対象者の支出実績に基づいて支出する。

③ 演習 論 文集作成助成 < 1人 2，000円の助成)

学 部共通コースの学生については学 部所属に

限る。

7. 2020年度予算(案)について[資料8]

8. その他

新入生入会費について

→ 2020年度評議員会において 「経営学 会会則」 第8

条改正

(2019年6月5日の運営 委員会で新入生入会金廃

止の方向で承認)
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2019年度龍谷大学経営学会決算報告(2019/4/1-2020/3/3 1 ) 

〈収入 の部〉 単位 ー 円
項 目 金 額

会費収入
2019年度新入 生入 会費 980，000 
2019年度新入生 会費 1，476，000 
在学生(2年次以降) 会費 4，137，000 
教職員会費 122，000 
賛助会員ï{ 。
会費遅延入金分 570，000 

会 費 収 入 額 7，285，000 

寄付金収入 。

雑収入 。

当年度収入 額 7，285，000 

前年度繰越金※ 13，398，043 

特別 会計(定期預金)から の繰戻 2，537 

新入 生等(2020年度新入 生等 )前受金収入 2，445，000 

lE3 主、 言十 23，130，580 

〈支出の部〉
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単位 . 円
; <特別 会計〉
l前年度繰越金(定期預金期首残高) 30，000，000 

l一般 会計(普通預金)から の繰戻 o 

l定期預金利息収入 2，537 
1一般 会計(普通預金)へ の繰入 ム2，537 1 
1次年度繰越金(定期預金期末残高) 30，000，00o 1 

単位 円
項 目 金 額

学会誌発行費 1，864，600 
印刷費 976，320 
原稿料 748，000 
原稿編集まま 50，000 

事
業
費

発送費 90，280 
学 会活動費 909，800 

講演会費 。
学生論集費 821，800 
学 会通信'p1 88，000 

言1・ 2，774，400 

研究部会活動費 250，606 
lî7f 学術 学会助成費 51，000 
究 研究・ 教育懇談会資 。1舌 学生研究活動助成費 972，700 
動
費 大学院生 学会活動費 。

計屯 1，274，306 

消耗品費 998 

事 通信資(切手代) 。

務費
主rm 。
会議費 13，200 

計 14，198 

当年度支出 額 4，062，904 

特別 会計(定期預金)へ の繰入 。

次年度繰越金(普通預金期末残高) 19，067，676 
新入 生等 会費前受分 2，445，000 
そ の他 16，622，676 

メE主3 23，130，580 一
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経営学会2019年度支出の部明細 単位 円

学会誌発行費
(印刷費)

No. 2 5.23 r経営学論集j第58巻第3号並500上50部624，240

12 9. 3 r経営学論集j第58巻第4号並500部 173，880 

43 3.25 r経営学論集j第59巻第1'2号並400部 178，200 

計 976，320 

(原稿料)
No. 4 6.12 r経営学論集j第58巻第3号執筆者8名 408，000 

11 8.19 r経営学論集j第58巻第4号執筆者4名 176，000 

44 3.25 r経営学論集j第59巻第1'2号執筆者4名164，000

言十 748，000 

(原稿編集費)
NO.36 2.28 r経営学論集j他欧文タイトルチェック10件50，000

計 50，000 

( 発送費)
NO.33 2.26 r経営学論集l第59巻 1-4号他大学発送用90，280

言十 90，280 

(教育研究資料発 行 費)
No 

計ー 。

学会誌発行費計 1，864，600 

学会活動費
(講演会費)

No 

言十 。

(学生論集費)
NO.34 2.27 r学生論集j第59号執筆謝礼図書カード120，000

41 3. 6 r学生論集j第59号印刷代1，100部 701，800 

計 821，800 

(学会通信費)
No.40 3. 4 r 学会通信j第53号印刷代1，000音1\ 88，000 

言十 88，000 

学会活動費計 909，800 

研究活動費
(研究部会活 動資)

NO. 6 8. 1謝金 李 沫任教授 10，000 

7 8. 1会合資 李 沫任教授 6，000 

8 8. 1謝金 李 沫任教授 15，000 

9 8. 1会合費 李 沫任教授 6，000 

13 9.13交通費 寺島 和夫教授 24，260 

14 9.13会合費 寺島 和夫教授 10，651 

15 9.13会合資 寺島 和夫教授 12，483 

17 10.25印刷製本資 林 尚毅教授 27，928 

18 11.11交通費 寺島 和夫教授 1，960 

19 11.12会合資 寺島 和夫教授 10，383 

21 12. 6会合資 李 沫任教授 17，060 

28 1.24資料費 李 沫任教授 5，431 

29 2. 3その他 雑費 寺島 和夫教授 263 

30 2.14会合資 細川 孝教授 32，000 

32 2.20資料費 演回 崇嘉准教授 35，806 

35 2.27資料費 積回 崇嘉准教授 5，705 

37 2.28謝金 井手 健二教授 27，260 

38 3. 3雑費 李 沫任教授 440 

39 3. 3会合費 林 尚毅教授 1，950 

42 3.16会合資不足分 林 尚毅教綬 26 

計 250，606 

( 学術 学会助成費)
NO.23 12.18会合費 林 尚毅教授 21，000 

31 2.14会合資 細川 孝教授 30，000 

言↑ 51，000 

(研究・教育懇談会費)
No 

計 。

(学生 研究活動助成費)
NO.IO 8. 5第3回CSVコンテスト加藤ゼミ 49，840 

20 11.14日本学生経済ゼミナール関西梶脇ゼミ 32，200 

22 12.18第10回西日本インカレ合同研究会岩田ゼミ197，220
24 12.20第10回西日本インカレ合同研究会寺島ゼミ西岡ゼミ梶脇ゼミ

日本学生経済ゼミナール関西西川ゼミ 476，840 

25 12.23第10回西日本インカレ合同研究会鍬塚ゼミ 112，800 

27 1.10第10回西日本インカレ合同研究会秋庭ゼミ 103，800 

言十 972，700 

(大 学院生 学会活動資)
No 

言十 。

研究活動費計 1，274，3ιl 

事務費
(消耗品費)
NO.26 12.23経営 学会論集投稿時使用USB 16GB 1本 998 

言1 998 

(通信費)
No 

計 。

(雑費)
No 

言十 。

(会議費)
NO.I 5.24第4回編集委員会(4111)開催に伴う昼食代 3，000 

3 6. 5第l回運営委員会第l回編集委員会(615)開催に伴う昼食代4，800

5 7.17第2回運営委員会(7117)開催に伴う昼食代 3，000 

16 10. 2第2回編集委員会(10/2)開催に伴う昼食代 2，400 

計 13，200 

事務費計 14，198 
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2020年度龍谷大学経営学会予算(案)(2020/411-2021/3/31) 

〈収入の部〉 単位 円
項 目 金 額

会費収入
2020年度新入生入会費 978，000 
2020年度新入生会費 1，467，000 
在学生(学 部2年次以降) 会費 4，602，000 
在学生(大学 院 2年次以降) 会費 9，000 
教職員会費 115，000 
賛助会員費 。

会 費 収 入 額 7，171，000 

寄付金収入 。

雑収入 。

当年度収入額 7，171，000 

前年度繰越金※ 16，622，676 

特別 会計(定期預金)からの繰戻 。

新入生(2021年度新入生) 前受金収入 1，557，000 

左E〉3 25，350，676 

(支出の部〉
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単位 。 円
項 目 金 額 2019年度決算額(参考)

学 会誌 発行 費 2，950，000 1，864，600 
印刷費 1，800，000 976，320 
原稿料 1，000，000 748，000 
査読料(原稿編集費) 50，000 50，000 

事業
費

発送費 100，000 90，280 
学 会活動資 1，750，000 909，800 

講演会費 70，000 。
学生論集費 1，500，000 821，800 
学会通信費 180，000 88，000 

計 4，700，000 2，774，400 

研究部会活動費 550，000 250，606 
研
究

学 術学会助成費 100，000 51，000 
研究・教育懇談会費 50，000 。

活 学 生研究活動助成費 1，500，000 972，700 
動
資 大学 院生学会活動資 100，000 。

2，300，000 1，274，306 

消耗品費 10，000 998 

司王 通信費(切手代) 10，000 。

費務
車f�費 20，000 。
会議資 35，000 13，200 

計 75，000 14.198 

当年度支出額 7，075，000 4，062，904 

予備費 96，000 

特別 会計(定期預金)へ の繰入 。

次年度繰越金(普通預金期末残高) 18，179，676 
新入生等 会費前受 分 1，557，000 
そ の他 16，622，676 

Z口込 計 25，350，676 



訂正

1. 本誌第59巻第 卜2号 (2020年3月 ). 題名「監査人の規模 が地域銀行の貸倒引当金に及ぼす影
響」において誤りがありました。 下記のとおり訂正させていただきます。

訂正箇所
p.28右段6 行目. p.32左段11-12行目お よびp.32表2

(誤)破産更正等債権
(正)破産更 生等債権

p.22左段8行自. p.25右段33行目お よびp.26 左段15行目
(誤)内部化
(正)内面化

p.32右段9-12行目
(誤)また. BIG Nは. NPLO からNPL3までの不良債権 と負に相関している。 BIG Nは. SIZE と

正の相関. BHC と負の相関. PRIVATE と負の相聞をしている。
(正)また. BIG Nは. NPLOお よ びNPL3と負 に相 関してい る。 BIG Nは. SIZE と正 の 相 関，

BHC と正の相関. PRIVATE と負の相関をしている。

p.38表8 (1)列 (誤) (正)
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p.39表9 (1)列 (誤) (正)
VARIABLES 

NPLO 

)
 
l

 

(
 

VARIABLES 

NPLO 

)
 
-(

 
0.004** 

(-2.13) 

BIG N 

0.151*** 

(4.22 ) 
0.001 *本

(2.17) 

BIG N 

合mT

φmT

Z

*
、tリ

*
、J
円
、/

4
じ
*

2
げ
7

A
U

-
-

'
l

吋L

M
川

'
l

nU

今4

戸、J

e

rt、

.

i!

-

4
6

a斗

A
U

ぺL

O
- -:

・

(

上
(

-

tt

nu

rt

 

NPLI NPLI 

NPLI X BIG N NPLI X BIG N 

2 本誌第59巻第 3・4 号 (2020年5月 ). 題名「地域銀行の業務純益平準化仮説の検証」に誤りが
ありました。 下記の とおり訂正させていただきます。

訂正箇所
p.9注12. P.14 表5お よびp.16表6

(誤) ( Stock and Watson 2008) 
(正)削除

p.22 4 -5行目
(誤) Stock， J. H.， Watson.， M. W.， 2008. Heteroscedasticity-robust standard errors for fixed effects panel 

data regression. Econometrica 76， 155-174. 
(正)削除
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